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本日は、中谷さんにNPOが目指した
もの、やり残したものといった少し具

体的なお話をお伺いできればと思っていま
す。中谷さんは、どんなことを期待されてこ
のNPOを設立されたのでしょうか。

核酸標的低分子創薬研究会の
立ち上げとNPO

僕は設立にはほぼほぼ携わっていま
せん。河合さんが立ち上げられたと

き、副理事長を仰せつかっただけです。ただ
し、NPO設立時に、私が所属する阪大産業科
学研究所で核酸標的低分子創薬研究会を立
ち上げました。この研究会の趣旨は、海外の
著名な研究者を呼んで企業の人と直接お会
いする機会を設けることです。一方、NPOの
趣旨は、アカデミアの人と製薬企業の人とで
mRNAターゲット創薬を盛り上げるための
プラットフォームを構築することでした。役
割が分担できていたと勝手に思い、東京と関
西で活動していました。
　ちなみに、研究会は3年ほど続け、僕自身
が飽きたのでやめました。研究会だけだった
ので、研究会に来て話を聞いたその場は盛り
上がりますが、1回ずつで終わってしまいま
す。NPOがこれまで活動を続けてこられた
のはよかったと思います。

NPO設立以前から中村慎吾さんを核
にして、中谷さんも河合さんも情報交

換されていたことがNPOに発展したという
ことですが、それはどういうことですか。

僕は核酸と低分子という組み合わせ
に関する研究を30年近くやっていま

した。2005年頃、当時武田薬品工業におら
れた中村さんも、そういった研究を始められ
てもがいておられ、僕や河合さんをはじめさ
まざまな方とネットワークを築いていかれま
した。その頃から一緒に研究してきてNPO
へと発展したと思います。

最初から中村さんのように産業界の
方も含めた三者連合というか協力が、

NPOにむすびついた点は、他の共同研究と
違っているように感じますね。

そうです。皆さんやっていることが
それぞれ少しずつ違うので、バッティ

ングするのではなく、一緒にやることが成立
したのではないでしょうか。そのうえ、社会
ニーズがあったんだと思います。単純に、大
学でありがちな「研究のための研究」ではな
く、創薬というはっきりとした目的、出口が
ありました。
　僕も河合さんと同じ理学部出身で、産業と
はあまり関係がありませんでしたが、僕が今
いる産業科学研究所には、「研究は最終的に
産業に繋がる必要がある」という考え方が根
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況でした。ただし、私の場合、当時、私学助成
は学内でセレクションされれば採択される可
能性の高い枠でしたので、運良く『長鎖RNA
の機能構造を発見するための技術基盤の開
発とその応用』というテーマで研究費を得る
ことができ、中村さんと共同研究を始めまし
た。それがNPOに繋がっています。

設立時
理事の顔ぶれ

設立時の理事を集めるとき、それぞ
れが役割分担されているようですが、

どのように分担されていたのでしょうか。
NPOが走り始めたときの状況はどうでした
か。

僕は立ち上げにはほとんど関与して
いませんが、設立時に理事になった須

田仁志君は僕の学生です。彼は修士で僕が京
大にいたときの研究室に来ました。2年間指
導し、当時の大日本住友製薬 (現・住友ファー
マ )に就職しました。
　前述のERATOに落ちた後、阪大の北、彩
都にある厚生労働省の外郭団体である医薬基
盤研究所のプロジェクトに採択されたのが、
僕がこのシリーズで最初に得た大きな研究費
かもしれません。そこで研究していた技術を、
たまたま須田君が見つけて、彼が当時所属し
ていた大日本住友製薬が使いたいというの
で、ライセンスしたりしていました。須田君
はずっと核酸と低分子の研究に携わっていた
んですね。
　理事になられた上村孝さんも知っていま
したが、河合さんが推薦された企業の方のな
かには理事会などで初めてお会いする方が
多くおられました。日本でも研究している人
が多くなかったし、研究している人も、周り
からどうなるかわからんと見られていたとこ
ろがあり、どちらかというと変わった人ばか

底にあります。研究していることを産業に繋
ぐことが国を強くするというのが、産業科学
研究所の設立趣旨です。僕も河合さんもどち
らかというと基礎的な研究をしていました
が、それを産業に繋げることを意識していた
ように思います。
　そのなかで、中村さんは実際に会社を作ら
れ突き抜けていました。

日本における
研究費配分

3人の共通点は、RNAをターゲットに
創薬に結びつけることですね。
そのことは2000年頃から言われ続け
ていました。日本ではなかなか進みま

せんでしたが、アメリカではやっている人が
どんどん出てきました。

なぜ、日本では進まなかったのでしょ
う。
日本では、前例がないとやらない。ア
メリカでは、前例がなくてもやって、

駄目だったらやり直したらいいという感覚で
す。日本で何かをやろうとすると、必ず「前
例はあるか」と聞かれます。

何回も研究費を申請したがまったく
通らなかった、審査員が研究内容を

理解できなかった、という話があるようです
が、いかがでしょうか。

2011年頃だったと思いますが、JSTの
一番大きな ERATOの申請書に10億

円ほどと書きました。あれが通っていたら状
況は変わっていたと思います。このような研
究プロジェクトを2、3回申請し、最終審査に
は進んだので審査員の皆さんには面白いと
思ってもらっていたようですが、そこに大金
を投入してよいのかが問題となったんでしょ
うね、最後的には採択されませんでした。

私も取れなかったので同じような状
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046 副理事長としてNPOの活動を振り返る

りだったような気がします。そのため、どう
なっていくんだろうというワクワク感があり
ましたね。

中谷さんと河合さんの
関係は

最初の頃の講演会プログラムを見る
と、斬新なテーマを取り上げていると

感じます。中谷さんは、設立記念講演会で中
村さんと一緒に講演されていますが、その時
の会場に、熱を感じましたか。

その時、企業には相当嫌味なことを
言っていたと思います。大型予算を

申請する前に、主要な製薬会社を一通り回っ
て、「一緒に研究しませんか」みたいなことを
言ったとき、皆さんはそろって、「いいものが
できたら持って来てください」みたいなこと
を言われました。「企業にやる気がなさそう
なので、僕がやるしかないなと思ってやり始
めます」と言っていたと思います。

中谷さんと河合さんの出会いはどの
ようなものだったのでしょうか。
僕がやっているのは、核酸に結合する
低分子をデザインして作る研究です

が、ほとんどが失敗です。時々いいものがで
きますが、それがDNAやRNAとどう結合し
ているか、どんな状態になっているかはわか
りません。河合さんとは中村さんを介して出
会ったようですが、詳細は忘れました。共同
研究を始めたきっかけは、結合したときの構
造を解いてほしいといったお願いをしてから
だと思います。

最初はX 2Sだったように思います。多
分ディスプレースメントに使ったや

つで、どのように相互作用しているかを調べ
ましたね。

大日本住友製薬さんが使いたいと言
っていた技術にディスプレースメン

トアッセイがあり、X 2Sはそこで使っている
化合物で、X 2SとRNAがどうなっているの
かを調べてもらったんです。合成化学が専門
の僕らにはどう結合しているかはわかりませ
んので、論文を出すと、どう結合しているか
わからんのに、どう証明するんだみたいなこ
とを必ず言われました。いろいろ言っても誤
魔化しきれません。わからないのだからしょ
うがない、というのが本音です。河合さんと
共同研究させていただいて、研究が非常に発
展しました。よいものはきれいな構造が見え
てきますからね。すると、もっと細かいこと
が言えるようになります。河合さんとの共同
研究は、私たちにとって完全に補完的でし
た。

河合さんは中谷さんとの共同研究を、
どう捉えておられるのでしょうか。
その前に中村さんとやっていたプロ
ジェクトは、基本的には、長い RNA

のなかから構造領域を探し出して構造を決め
るという創薬の前段階と言うか、準備段階み
たいな研究でした。そこに化合物が登場して、
相互作用を解析するところに前進したという
感じです。解析すると、どんどん結果が出て、
結合様式を目の当たりにすることができ、非
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でしょうか。

2018年頃から
製薬業界の環境が変化

その頃、核酸医薬学会が立ち上がり、
そこにオリゴ核酸で創薬することを

研究している企業や研究者がたくさんはいっ
てきました。一定の効果があったと思います
が、NPOにもさまざまな企業の人が入会さ
れ、少しずつ広がったという実感がありまし
たね。

世の中の関心が少しずつ高まったと
言うことでしょうか。
そう思います。さきほど申し上げたよ
うに、最初は企業にかなり嫌味なこと

を言っていましたが、途中から言う必要もな
くなりました。企業にいる人も、やりたいん
だけど、なかなかやらしてもらえないといっ
たことがあったと思いますが、理解が高まっ
たと思います。ただ、残念ながら遅かった。

2年目、4年目と役員が変わるごとに、
賛助会員のなかから理事にはいられ、

業界の環境を反映していくように思えます
が。

最初はどちらかと言うと一部の人、核
酸化学で言うと、ヒトと核酸の作用に

興味ある人だけで始めましたが、製薬企業も
少しずつ腰を上げ始めた状況が反映されたの
だと思います。そのような企業が増えてくる
と、参加する人も増えます。理事に就任する
人も増えるみたいな、いい回転を始めたと思
います。

その頃になると、河合さんに共同研究
の申し込みが増えたとお聞きしまし

たが。
中谷さんとの共同研究が論文とかに
なると、製薬企業もNMRで何かでき

ると思ったようで、こういうことできません

常に面白い研究になりました。僕らは材料を
作ることはできません。中谷さんのところに
は材料がたくさんあって、そのなかから順番
に解析する経験を積めたという意味でも重要
な経験でした。それがNPOの発展や今後の
発展に大きな影響を与えています。

それぞれ専門分野が違って、結びつい
ている点がうまくいった要因のよう

ですね。
　では、中谷さんへのフィードバック、中村
さんとの共同研究のフィードバックはあった
のでしょうか。

これまでは想像したり、シミュレー
ションでしか自分たちが合成した化

合物がどう結合しているか理解できませんで
したが、結合様式がわかるようになり、これ
までとはまったく違った段階に進み、サイエ
ンスがどんどん深化していきました。作った
らこうなったというのではなく、なぜ結合し
たのか、どうしたらもっとよくなるかと、ど
んどん深く広くなります。ありがたい共同研
究でした。

設立から2年ほどたつと賛助企業の参
加が増え、NPOの形態も変化したよ

うですが、そのときの雰囲気はどうだったの
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048 副理事長としてNPOの活動を振り返る

かと共同研究の依頼が来ました。
中谷さんにも来たのでしょうか。
まったく来ません。僕は、低分子と核
酸でこんなことできるといったデモ

ンストレーションする役に徹していました。
僕らの研究も結構いい論文になっているの
で、それを読んで、やり始めた人もいるのか
もしれません。始めると必要になる技術っ
てあるじゃないですか。それが、河合さんが
やっているNMRだったり、中村さんのとこ
ろの技術です。僕は化合物を作りますが、そ
れはどちらかというと彼らとバッティングし
ます。僕の役割はちょっと違っています。

NPOは
不要になったか

大学と一応、秘密保持契約を結んで共
同研究をしましたが、どこかの論文に

出ていたものの再現性チェックがほとんどで
した。社内で本当にやっていたものであれば、
見たこともないRNAと、見たこともない化
合物の組み合わせが出てくるはずですが、そ
ういうものはほぼなかった。それは製薬企業
として基本的に大学に出せません。そのため、
ある機会に、「僕が会社を作って大学とは独
立して業務を受けるとしたらニーズはありま
すか」と聞いたんです。皆さん、「ある」とおっ
しゃるので、会社（株式会社Resorna）を作っ
たら、それまでとはまったく違って、実際に
会社でやっている内容に関する問い合わせが
来るようになった感じです。
　ただし、NPOでデモンストレーション実
験をやったことで、企業はできることを知
り、次のステージに上がった感じが、最近は
しています。正直言うと、もうNPOが不要
な段階になったのではと、一部では思ったり
もします。

それは何年頃のことですか。

2、3年前くらいです。
最初の頃は NPOに集まって来て、N 

MRで何ができるか、結晶を使って何ができ
るかといったレベルでした。それぞれの企業
で何かを始めると、NPOの飲み会では言え
なくなってきたように発展してきたと思いま
す。それが理事会のメンバーの変遷とも相関
していたのだと、今聞いていて思いました。

NPOの活動の区切り区切りで、新し
い発見なり結びつき、企業との関係な

どが出てきたのでしょうか。また、中谷さん
は低分子を作り続けて独自の道を進まれて
いますが、他との関係は発展したのでしょう
か。

化合物ライブラリーの
利用法

作った化合物のなかには企業さんが
関心を持ったものもあります。それ

はライセンシングというかたちになり、共同
研究ではなく、僕らの手から離れてしまいま
す。僕らが作っているのは、ある意味、非常
に特殊な化合物です。うまくいったものも確
かにありますが、特殊な化合物だけでは製薬
企業がやるのは難しいと思っていたようで
す。だから、皆さん「非常に面白いですね」と
言われますが、それを自分のところで展開す
るかとなると、二の足を踏まれることも多
かったと思います。やっぱり製薬企業が自分
のところで持っている化合物のなかからいい
ものを見つけ出したいんじゃないでしょう
か。他人のところから開発候補を持って来る
ことを、特に日本の企業は善しとしてないん
でしょうね、よく知りませんが。僕らの化合
物に興味持つのは大抵アメリカの企業です。
よかったら使い、調べて駄目だったら捨て
る。はっきりしています。

中谷さんの化合物でいくつもうまく
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いっているのですから、それを出発点にし
て、みんなで日本初の新薬を作ることを真面
目にやったほうがいい。今詳細は言えません
が、AMEDのプロジェクトで何種類かの化
合物をさまざまなRNAに入れて調べていま
すが、企業側から提供されたものより中谷さ
んが提供される化合物のほうが圧倒的によ
い。差は歴然です。客観的に見たら、中谷さ
んのところの化合物をRNAターゲット、核
酸ターゲットに活用しない手はないと、そろ
そろ思うべきだと思いますね。

多分そのほうが圧倒的に早いと思う
けどね。
NPO で次に何をやるかを考えたら、
そういうのをやったらいい。NPOが

やらないのであれば、中村さんと僕と中谷さ
んとでやるとか。

NPOがスピンアウトして
新たな協働

8年間の前にも歴史があり、始めるの
が遅かったと言いながらも、解析でき

る河合さんと、合成できる中谷さんが中村さ
んと協働すると、これまでとは違う成果が出
始めるのではと思いますが。

やりたい人だけ集まって会社を作っ
たらいいような気がしますね。今のN

POは坂本さんが理事長になって新しい執行
部に変わります。それはそれでいいと思いま
すが、このタイミングでNPOから一つスピ
ンアウトしたようなものができてもよいと思
います。

河合さんの会社も、中谷さんが作られ
る会社も、中村さんの会社と統合する

のも、NPO 8年の一つの成果になるのではな
いでしょうか。

結果的にそういうのが出ることは成
果だと思います。

中谷さんのお弟子さんや河合さんの
学生さんなど、若手が育ち集まって来

ていますよね。今度、中谷さんと河合さんが
それぞれ独立されるのは、一つの発展性のあ
る区切りのつけ方だと感じます。

そうですね。中村さんは弾き出された
とか、全部取っていくと思われている

とかと言っておられるように、VISが前面に
出ていくと難しい面があると思うので、VIS
も河合さんも僕も一緒になり、そこにNPO
の賛助会員のなかで加わりたい人が来ても
いいと思うんです。NPOからスピンアウト
したような法人、今度はノンプロフィットで
はなく、プラットフォームを作ってもいいん
じゃないですかね。
　さっき河合さんがおっしゃったAMEDの
プロジェクトには、僕と河合さん、早稲田の
浜田さんなど5人と、参画企業がはいって
データベースを作ってきました。その先、み
んなでやるとなると、意見も集約させる必要
があります。NPOも、今やっているAMED
のプロジェクトもあわせて、次の出口を作れ
ばいいと思いますね。

松田

河合

中谷

中谷

松田

中谷

松田

中谷



050 副理事長としてNPOの活動を振り返る

mRNAターゲット創薬の
裾野を広げる教育を

河合さんや中谷さんが会社を作り事業
化に向けて走り始めるようですが、N

POの存続に面白い道筋を示すことができた
気がしますね。これからもNPOは存続する
と思いますが、それとのかかわりをどのよう
に考えられておられるのでしょうか。

次のNPOで、何をどうしていくかの
一つとして、人材を育てていく教育が

あると思います。企業に就職する若い人もそ
うですし、大学に進む学生の意識を変えてい
くことも重要ですね。
　河合さんの研究室でNMRを勉強した学生
さんが製薬企業にはいらず、違う仕事に就か
れる一方で、製薬企業ではそういった人を求
めていても実際に採るわけではないという
ミスマッチがあるんじゃないでしょうか。学
生が就職にたどり着くことは重要で、NPO
はさまざまな企業と学生が出会う場になり
ます。これまでは、いろいろな実績を持つア
カデミアの研究者が集まって進めてきまし

たが、もっと裾野を広げていく必要がありま
す。そのためには、NPOとしてさらに産官学
を啓発することも、学生に魅力ある分野だと
思ってもらい、たくさんはいってくるように
することも重要になります。
　僕がやってきた有機合成化学の分野で、低
分子化合物をやっている人は、ものすごく多
いんです。ただし、これまで低分子創薬の標
的は、タンパク質でした。タンパク質が核酸
に変わっただけです。核酸標的の低分子でも
核酸でもいいので、そういうところがもっと
普及するようにアピールしていく必要があり
ます。それがNPOの一番大きな役割だと思
います。

会があまり大きくなると学会と変わ
らなくなって散漫になります。本当に

やりたい人がしっかり学んで育つことは大事
です。NMRに関して言うと、NMRの研究者
がここにはいってくるのはちょっと難しいた
め、坂本さんには、RNAのNMRをやってい
る人はそんなに多くないが何人かいるので、
そういう人をみんな集めて研究会をやれって
言っています。そこと、このNPOがたまに
リンクすると、若い人の刺激になります。そ
ういうことを坂本さんが核になってやったら
いい。
　千葉工大にも低分子の合成をやっている人
がいて、作った低分子の出口はどこにあるか
と聞くと、「よくわかんない」と言っていまし
た。彼らは、研究室の先生の名前がついた「＊
＊反応」を開発するようなことだけが頭にあ
るようです。そうではなく、出口はこういう
ところにあるんだから、NPOに来れば製薬
企業にも就職できるかもしれないといった話
をしています。もう少し裾野を広げるといい
かもしれませんね。
　今は講演会に会員しか来られないことに
なっていますが、アカデミアの場合、1回だけ
来るのは自由にするとか方策はあるかもしれ
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051研究開発費配分機関への働きかけが必要

ません。ただし、門戸を広げすぎると、学会
みたいに好きなことを話すようになります。
そこを抑えるようにやればよいと思います。

mRNAターゲット創薬の裾野を
広げるため研究費獲得を

でも、裾野はかなり広がったのではな
いですか。
多分やろうと思っていた人はいまし
たが、何もやっていなかった状況か

ら、何らかのかたちでやっている状態になっ
たという意味では、広がったと思います。た
だし、数倍になったかと言うと、そんなこと
はない。今賛助会員になっている企業の多く
は、8年前からこの分野に目を向けていまし
た。そういう会社にはよいスタッフがいたの
だと思います。アカデミア側から見ても、ほ
ぼ増えていない気がするので、繋がっていけ
ばいいかなと思います。

大学の場合は、創薬というか、的を
絞った学部なり研究室はそう多くな

いのではないですか。
薬学部で合成化学をやっている人は
たくさんいますが、核酸を標的にし

て創薬を研究している人は限られています。
さっき言った核酸医薬学会が立ち上がりまし
たが、その学会の目標は核酸を標的にした核
酸創薬です。ですから、オリゴ核酸でやるみ
たいな研究室はかなり増えたというか、元気
です。しかし、僕のアカデミアに残っている
弟子で、核酸標的の低分子創薬をやっている
者はいません。お金を取れないし、ほとんど
失敗なので、研究としては怖い。特に若い人
は業績を出す必要があるので、なかなか手が
つけられません。そこを広げようと思うと、
もっとチャレンジングなことをいっぱいやっ
ていく必要がありますが、それをやる余裕が
今の大学にはないかもしれませんね。

そうすると、なおさらNPOとしてこ
れまでやってきた活動の意義が出て

きますね。
この分野にもっと予算を出してくれ
とか、すぐに結果は出ないよと、予算

配分機関にアピールしていくことはNPOで
やれると思います。個々の先生が声を出して
もなかなか届かないですからね。

研究開発費配分機関への
働きかけが必要

河合さん、アカデミアの立場としてど
うですか。
坂本さん自身がそういったことを主
体的にやっていくのは難しいと思う

ので、NPOで何かやるとしたら、僕や中谷さ
んがその取り巻きとして、たとえば、AMED
の人を呼んで講演会をやりましょう、と提案
することはできると思います。あとは、核酸
のNMRを純粋に研究としている人たちを集
めて、我々の話を聞かせるような企画や、低
分子化合物を合成している人を呼んで来て、
あなたの化合物は RNA に結合しますかと
いったイベントを開くことを提案することは
できるかもしれません。

AMEDや ERATOの審査員が理解で
きないという話を往々にして聞きま

すが、その方たちの教育というか、情報の流
し方はあるのでしょうか。

大きな国のプロジェクトは、トップか
ら決まっていきます。そのトップの人

が核酸のことをまったくわからないと、いく
ら下に言っても駄目です。僕もあんまり好き
じゃないですが、文科省や JST、経産省にど
んどんアピールする必要があります。その結
果、核酸についてわかっている人がトップに
なると、予算が取りやすくなると思います。
そうしてあげると、若い人もチャレンジしや
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052 副理事長としてNPOの活動を振り返る

りません。
狙いどころも明確にして伝えていく
という戦略ですよね。
次の執行部は、ここまでやりますみた
いに言ったほうがわかりやすいです

ね。ただし、NPOが明確な目標を立てられる
かどうかは難しい。非常に複雑な組織ですし、
入会される方の意識もなかなかあわないで
しょうからね。

情報交換の場とか、若手の育成は学
会に任せられる部分があり、そこと

NPOの兼ね合いですね。
そこは新しい執行部の皆さんで腹を
割って話し合って明確な目標を立て

ることが大事だし、僕らもそこを真剣に考え
る必要があると思う。

今のお話を聞かれてどんな感じです
か。
新しい発見があったわけではありま
せんが、このようなことをちゃんと話

せると、やってきた意義はあったんだなと再
確認できますし、これからも大事にしていき
たいと思います。せっかくここまでやったの
で、これからもっと発展させることは可能で
す。僕はちょっと遠巻きでNPOをサポート
していきますし、分野自体に関しては、直接
的に何かコントリビューションできたらいい
なと思っています。

以前のオンライン理事会で、河合さん
が「もうNPOを止めようか」と言っ

たとき、誰も継続して欲しいと言わなかっ
たし、手を挙げなかった。僕は言うつもりは
なかったけど、誰も言わなかったら終わる
と思って発言しました。河合さんが今後も
NPOを支えていく役目は絶対だと思います
が、僕が参加できるとしたら、嫌われるのは
慣れているので、嫌われ役としていろいろな
ことを言おうと思ってます。その意味で、役
割分担はしておきたいと思いますね。

すくなると思うんです。
科学技術白書に、「核酸」という文字が
はいるかはいらないかで、文科省の科

研費の領域がまったく違ってきますよね。
ご存知だと思いますが、JSTにある研
究開発戦略センター (CRDS)の人は、

結構いろいろなところにアンテナを張ってい
て、各種白書を作成する人たちがどう書いて
くれるかでバランスが大きく変わります。僕
も中村さんも河合さんも、そういう方にいろ
んな機会にお会いして、さまざまなことをア
ピールしていますが、まだ弱いと思います。
もっと一丸となってガンガン言っていかない
と、トップの研究者にお金はいきますが、若
い人には回っていきません。
　また、大学に来るお金は、すぐに成果、論
文が求められます。その意味で、厳しい。そ
のあたりを理解したうえで予算配分する機関
に要求していくことも大事です。逆に、NPO
をコアにして、産官学である程度マイルス
トーンがきっちり見えるプロジェクトを提案
していくことはありかと思いますね。

8年間のNPOの軌跡と言うか、活動
のなかで抜けていた部分と、これから

やるべきことが少しずつ明確になったと捉え
ることができたと思いますが。

次世代執行部に
期待すること

さきほども言いましたが、NPOの中
心でこれまで走り続けてきた河合さ

んや僕は定年なので交代しますので、坂本さ
んや須田さんら一世代若い方にもっと走り続
けていただきたい。それを企業側からもアカ
デミア側からも支える必要があります。我々
も支えていきますが、これまでと同じことで
走り続けるのではなく、次の執行部は、新し
い目的を明確にして行動していかなければな
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053日本初の創薬を目指して

中村さんと中谷さん、河合さんという
個性の違う3人がよく集まったという

のが正直な感想です。
違うから集まったんだと思いますよ。
それでうまくかみあったから面白い。
今後もこれまでとは違う関係が続き

そうですが、いよいよ創薬ですか。
創薬は中村さんがやることで、僕自身
もやりたいことを見つけて、かかわっ

ていきたいと思います。

日本初の創薬を
目指して

もともとは基礎研究でスタートしま
したが、たまたま工学部にいたので、

研究の出口を意識せざるを得ないところが
あったなかで、中村さんとの共同研究、中谷
さんとの共同研究で、自分の技術が創薬に活
かせることが何となく実感されました。今は、
僕の技術を本当に活かしたいと考えていま
す。RNAがかかわる個別の生命現象に対す
る基礎研究に未練がないわけではありません
が、それは次の世代の若い人に任せればいい
ので、僕としては、何か一つでも薬ができた
ら嬉しいと思います。

時間的には、そろそろ出てもいい時期
ですね。
どういう組み合わせでもいいので、こ
の分野で日本から薬が出るといいで

すね。中谷さんが開発されているようなライ
ンで実際に薬になるものができるとさらにい
いですね。

最初の1個が出るまでが難産で、道筋
が見えてくると、いろんな人たちか

ら、あちこちから成果が出てくるような感じ
がしますね。

待っていた人が参加しますからね。ま
た、できることがわかると説明しやす

くなります。
　河合さんが言っていたけど、僕は基本的
に、基礎研究と応用研究を区別していませ
ん。自分がやっている研究が、基礎であるか
応用であるかという意識はまったくありませ
ん。すべて同じ研究だと思ってきました。た
だ、どんな研究であっても、最終的には、社
会に出ないと意味がない。そういう意識を、
学生さんにもっと教える必要があると思いま
す。理学部とか工学部、薬学部とかに分けて
いる時代じゃない。いろんな技術といろんな
知識、原理がすべて絡み合ってきます。そう
いうところから次の社会のイノベーションに
繋がるような新しい発見とかが出てきます。
自分のやっていることは必ず社会に繋がって
いることを学生に伝えたい。そのことを教え
て、自分がやっていることがどこかで繋がっ
ていることを意識すると、研究はもっと面白
くなると思うんです。
　うちの研究所の設立は昭和13年で、その
ときの産業科学研究所所記に、研究所がどう
いう目的で作られたかが書かれています。そ
の最初の一部は漢文ですが、感動します。「国
力の充実は産業の発展を頼み、産業の発展は
基礎科学の研鑽を待つ」と。
　この文章にすべて込められていると思いま
す。最終的には国の力をためる。当時は戦前
だったので、特にそうだったと思いますが、
そこに繋がらないといけない。繋がることを
考えましょうと。ここはとっても大事だと思
います。

少し長くなりましたが、本日の話が多
方面にわたっているため、先生方に補

足していただきながらまとめていきます。先
生方には、加筆・添削等でお手数をおかけし
ますが、よろしくお願いします。本日はあり
がとうございました。R
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